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 何のため 
 君は何のために学ぶのか。何のために、授業を受け、試験を受け、 
課題に取り組んでいるのか。ただ、「しなくてはならないから」、「勉 
強するようにと、親や教師に言われるから」、こう答える者も少なく 
ないだろう。 
 スマホ、タブレットで、知識の集合体の表層部分だけを、サーフィ 
ンの如く、彷徨ってもせんなきこと、そう思うが。では、学問に意 
味を持たせてはどうか、衝撃を持って、各事象を受け止め、深められ 
たら。 
 心焦がすもの 
 昨年、一昨年テレビ放送されたアニメ「チ。―地球の運動について―」を知っているだろうか。舞台は
中世ヨーロッパ、天動説が絶対視される中、ごく一部の人々が、異端とされた地動説の真理を知り、極秘
裏に検証し、それを次世代に継承する様子が描かれる。夜の帳が下りて、自分だけが、自分たちだけが秘
密の真理と対峙している。そこに何とも言えぬ興奮と喜びが沸き上がることは容易に想像できよう。 
 遠き国への憧れは、いつの時代にもあった。「レモンの花が咲き、濃緑の葉陰では黄金色のオレンジが
もえ、そよ風が青い空から吹き渡る」南の国、イタリアの陽の光に憧れ、それに導かれ、ゲーテもモーツ
ァルトも、オーストリアから北イタリアにつながるブレンナー峠を越えていった。イタリアへの憧れは、
強い衝動となって、彼らを突き動かしたのだった。 
 現代では、スマホ、タブレットを使って、誰もが瞬時に知識・情報を入手することができる。行ったこ
とのない、遠く離れた異国であれ、ドラマや映画の結末、いわゆるネタバレであれ、簡単にわかってしま
う。考える前に、答が示される試験のようなものであり、そこでは憧れも強い好奇心も持てるはずがな
い。知らない方が、見えない方が、よくわからない方が、人の心を掻き立てるものだから。 

フロンティアは失われたのか 
 生成 AI の発達も相まって、ネット、SNS の世界には膨大な言語情報、画像・音声情報が蓄積されてお
り、私たちはそこから瞬時に、必要なものを引き出せるようになった。だからといって、我々人間は神の
如き、全てを知る存在になったわけではない。 
 深海や南米の奥地、月の裏側などを例に挙げずとも、我々には知らないことが多く存在する。目に見え
ないもの、既に失われたものを含め。 
  憧れを、こだわりを持って 
 憧れは希望であり、憧れこそが知的欲求を生じさせ、行動へと駆り立てるものに他ならない。憧れに近
づくには、努力をしなくてはならない。努力とは思わないが、何らかの行動をとらなくてはならない。そ
こで生じることのひとつひとつが奇蹟として、自分の心に頭に体に刻まれる。何かに憧れて、こだわりを
持って学習すれば、目にするもの、耳にするもの、触れるものの全てが変わってくるだろう。 
 
Nur wer die Sehnsucht kennt, Weiß was ich leide!（独語） 憧れを知る者のみ、我が悩みを知らめ。 
ﾇｱ ｳﾞｪｱ ﾃﾞｨ ｾﾞｰｴﾝｽﾞﾌﾄ ｹﾝﾄ, ｳﾞｧｲｽ ｳﾞｧｽ ｲﾋ ﾗｲﾃﾞ ゲーテ「ヴィルヘルム・マイスターの修業時代」よ
り 


